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おめでとうございます！！
学校だより『つながり』第１３号（１２月１３日発行）以降に、全校集会で

表彰されたり紹介されたりした児童を紹介します！ ※敬称略

君津地方小中学校児童生徒書き初め展覧会
【 優 秀 賞 】６年 池田葵・中島嘉心

５年 國藤綾音

４年 高井紗菜

千葉県席書書き初め展
【 書 星 会 賞 】１年 川﨑遥・加藤にま・廣居芽彩

２年 佐生瑛歩・石井健心・平野叶望・竹ケ原嵐
３年 岸悠里・川島旬太・宇野朱里・川﨑葵・平野董雅・二宮葉月・重城さくら

４年 岩瀬七海・冨永紗季・山口心愛・高井紗菜
５年 國藤綾音・猪野碧音・岡田笑実・近藤惺菜・長谷川慶慈・間瀬心遥

６年 土橋心結・池田葵・伊藤杏奈・半沢美帆

君津地方技術・家庭科作品審査会
【小学校県技術・家庭科部会長賞】５年 重城杏樹

【 小 学 校優 良 賞 】 ６年 半沢美帆

市防火ポスター展
【 木 更 津市 長 賞 】４年 鈴木奈那

【木更津市消防長賞】２年 佐久間心愛

【 審 査 員特 別 賞 】６年 中島嘉心
【 佳 作 】４年 桒田愛結・５年 倉内咲弥・６年 石井心暖

国土緑化運動ポスター原画コンクール
【 佳 作 】２年 鈴木桐馬

明るい社会づくりポスターコンクール
【 佳 作 】１年 大里美結・３年 錦織永美

明るい選挙啓発ポスターコンクール
【 銀 賞 】６年 丹生谷未実

【 銅 賞 】１年 川﨑遥（※【県審査 佳作】１年 川﨑遥）

おいしい牛乳をありがとう絵手紙コンクール
【 優 秀 賞 】６年 中島嘉心

しきなみ子供短歌コンクール
【 入 選 】６年 竹浪芽依

舞台上自分の鼓動鳴り響く勇気に変えて鍵盤に向かう
【 佳 作 】２年 岩下愛結

マイバッグいつもわすれてこうかいだかいものまえのゆびさしかくにん
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「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール（作文部門）
【 佳 作 】６年 鈴木陽葵

校内短縄集会
＜前回し跳びの部＞

【 達 成 賞 】１年（前回し跳び 連続１分） ８０人
２年（前回し跳び 連続１分３０秒）９０人

３年（前回し跳び 連続２分） ９９人

４年（前回し跳び 連続２分） ９３人
５年（前回し跳び 連続２分） ９８人

６年（前回し跳び 連続２分） １００人

＜学年種目の部（３～６年）＞

【 各 学 年第 １ 位 】３年（１２９回：あや跳び１分３０秒間）佐久間いろは

４年（１２８回：あや跳び１分３０秒間）鈴木奈那
５年（１９３回：二重跳び２分間） 大須賀翼

６年（１６１回：二重跳び２分間） 久村日向子

よろしくお願いします！！
２月１４日（火）、全校集会と同時開催で、児童会引き継ぎ式が行われました。
児童会役員としてのバトンを、これまでの役員からしっかりと引き継いでくれた新役員のメンバー

たち！全校児童の代表として、これからもたくさん活躍してくれることでしょう。期待しています！

＜新児童会役員＞ ※敬称略

５年 古賀尊・進藤羚汰

猪野碧音・吉田天舞
森乙稀・森田結衣

４年 岡部虹太・作本流唯

猿渡友一薫・石井理桜
猿渡友一羅・佐川花鈴 お疲れ様でした！ よろしくお願いします！（引き継ぎました(^^)/）

地域での過ごし方（お願い）
学年末が近づき、児童が早く下校する日が多くなっています。今後、土日や春休

みなどの休日も含め、地域で過ごす時間が長くなってくると思われます。
そこで、学校では子供たちに次の点につきまして指導をいたしました。ご家庭で

もお子さんにお話しいただくと同時に、指導、地域での見守りや声かけをぜひお願
いいたします。
１ 自転車の乗り方
・自転車に乗るときは、必ずヘルメットをかぶります。
・横に並んで走りません。 ２月に着任
・ふざけたり、危ない乗り方をしたりしません。 し、５年生を中

２ 道路を横断するとき 心に子供たち
・信号や横断歩道のない場所を横断しません。 への学習の補
・信号が青にかわっても、左右の安全を確かめてから渡ります。 助を行っていま
・自転車や曲がってくる車などにも気をつけて渡ります。 す。

３ 公園での遊び方 どうぞよろし
・公園は幼児やお年寄りなど、多くの方が一緒に過ごす場所です。 くお願いいたし
ボール遊びをするときは特に周囲に気を配ります。 ます。

・公園内に人が多くいるときには、ボールを蹴ったり強く投げたり
するのはひかえます。

・蹴ったり投げたりするときには、まわりの家や建物に当たらない
ように気をつけます。

新しい
職員の
紹 介

伊藤 詩織
（少人数指導）


